










に至 ってもなお継続 している。今回の対象 と






夫さんが 「三州鬼板師の系譜 と作品」 とい う
ものを作成されていた。その時、私 とや り取









に廃業 してお り、これまで調査 してきた 「現
役の鬼板師」の流れから外れている事が念頭
に直 ぐに浮かんだか らであった。 さらにもう
一点引っかかった事がある。「窓庄」はその









の息子さん(杉 浦敏晴)と 落ち合い、直 ぐ近
くにある杉浦家へ案内 してもらった。そこは
「まど庄鉄工所」 となっていた。つ まり、家
業は既 に天窓から鉄工所へ と大 きく様変わ り





















まあ、 わ しが た、 あの、 ち一ち ゃい時 に
死ん で らした もんだい、 はっ き り分 か ら
ん け どな。
昔 は、 あの、旅 へ 出て な、旅 って って。
信 州 とか、 あ一ゆ 一 とこへ行 って、 あの
工賃が良 かった もんだいな。 ほいで、 あ
の 一、 陽気 の い い時 はそ うい う とこで、
職人 して来 て、 ほいで寒 い時 は仕 事が 出
来ん もんだい。 なん しょ、 い くらコモで
囲 っ とって も、凍 て ちゃ うげ なで なあ。
ほんで寒 な る と、 こっちへ来 て、 こっち
で、何 かや っ とっただ け どな。








に は分 か らな いが、仮 に30歳とす る と、
1867年、つ まり慶応3年 となる。江戸時代










職人が14、5人いて、働 いていた とい う。屋
号 は四角い枠 で囲んだ[杉浦彦蔵](タテ)と
いう印を製品に押 して使用 していた。 また、
彦蔵は美濃 ・尾張地震の時に瓦屋 としてひ と


















在 所 が直 ぐ前 の道 を行 った突 き当 りが、
この下が、 あの、昔、港 だ った もんだ い
な。 ほいで、あの、 ポ ンポ ン船 に横 付 け







ま、金が あった もんだん。 ま、昔の高利
貸 しってい うだか な。 それで貸 し とって
な。
ほ い で、 ま、 百 姓 な ん か 金 借 りる と、
ま、 なか なか現 金収 入 とい うのは無 い も
ん だ い な。 ほ いで 、 あ の、秋 の と りえ
と
(穫り入れ)が 済 む と、 「や い、あ そ この
田んぼが貰 えたで、落 穂拾 って来 い」 っ
て言 うもんだん。方 々の 田んぼへ行 って






























































対 して、 どんでん返 しが起きたのである。
あの、戦後 は、あの、何 て言 うだ……。












生 まれであ り、昭和24年(1949)に亡 くな
ってい る。72歳であった。彦蔵の時は瓦専











の鬼板屋へ小僧 として入 った訳で もなかっ




























うん、見本 が あ る もんだ い な。 あ の一、
焼 いたや つがな。 ほいだで 、見様 見真似






































































な事を成 してい る。 「天窓」の発明であ る。
当時の日本家屋は家の内部が全体に暗 く、さ
らに、 くど(竈)で 煮炊 きを していたので、
煙が部屋に流れていた。それに目を付けた曽
根松 は、瓦製 の天窓を屋根 に取 り付 けて、
「明か り取 り」 と 「煙抜き」の工夫を したの
である。曽根松の天窓は急速に広がったらし
く、戦前に既に6社 が天窓製造、販売 をして




















て。 あ の、大 八 車 で 引 くお ば さん ら等
が、 あの、 しょっちゅ う行 き来 し とるだ
け ど。
おば さん方 の都 合 の悪 い時 には、 「やい、
持 って って くれ よ」 って子供 の頃 に行 き
よ った だ。 ほ い た ら、 この お祖 父 さん
が、 「ご苦 労 さん、 ご苦 労 さん 」 って っ
て、 昔の事 だ、一銭 しか小遣 い もらえん
や つ を、 あの、五 銭 くらい お くれ ただ。
ほ い で、 あ の 一、 新 聞紙 に切 っ てや っ
て、 ほい で、 財 布 な ん あ や へ ん もん だ
い、包 んで、直 ぐ、一軒前 が駄菓子 屋だ
った もんなん な。 ほいで、飴 な ら5つ6
つ買 えよった もんだい な。一 銭で な。
ほいだで御 の字 だ、五銭 も らや。(笑 い)
一銭 で飴が こん な奴 が5つ6つ も買 え る
と、 まあ、2、3時 間 しゃぶ っ とる。(笑
い)
あ の、何 て言 うか な。 い ろん な、 あの
一、役瓦 って い うだか な。 色ん な鬼板 は
もち ろん、色 ん な、作 る名 人 だ った な。
よ一見 ると、へ らで磨 いて仕 上 げるだけ
ど、 ほや 一、 あの、器用 な人 だ った。
まあ、仕事 一本 だな。 しょっち ゅ う、子
供 ん頃見 とる。
ほいで、 この義 正さんの嫁 さんが大垣屋
の、 あの 一、瓦屋 か ら嫁 して おい どるも
ん で な あ。 ほ い で、 ま、在 所 の方 が一
軒 、あの、受 け持つ と、 ほ一 す ると、 そ
れん、天窓 か ら鬼全部売 るもんだん な。











この話を しなが ら彦治は昔の自分 自身の記憶
を語 り始めるのだった。
「経の巻」 タイプか と聞 くと、
ほ 一 だ な 、 こ う い う も の 。 そ う そ う。





いた事になる。 そ して、生 き物 は殆 ど作 ら
ず、 もっぱ ら鬼 瓦を製作 していた と言 う。
「鐘埴 さんの様な物は どうですか」 と聞いて
みた。(第7図参照)
う一 ん。 作 った ことはね えな。
うん、鬼専門 だな。
窓 庄
一方、弟の庄之助は新家 とな り独立 してい







それぞれ に二分 された事になる。 それゆえ
か、庄之助は鬼板師でありなが らも、独立 し





親父 も、 どっちかゆ一 と、細工 もんがメ
イ ンだ もんだ いな。 ほんだで、鬼 はあん
ま り作 っ とらんか った な。獅 子、牡 丹、
ほれか ら、鵬 尾 とか な。 そ う した もの。
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杉浦彦治家の屋根(高 浜市)
ん だん。 あの一、 それ全部 まかせ っ き り
で、 自分 は、 あの一、 そ うい うな、細 工
もん、 ま、鐘値が 多か ったかな。
石 膏 型 が あ っ て な。 ほ い で、 押 して、
ま、 この くらいのやつ な。 ほいで、 ほい
つ を粘土 を こ うして押 して 、親 父が仕上




あの 一、 石 膏 を溶 いて、
て。 丸型で な。





理 由はやは り相 当の需要があったか らであ
る。当時、尾張地方には屋根の上に鐘値 を載
せ て、厄除 けや魔除 け として使 って いた。
(第8図参照)
う 一 ん 。 親 父 。
ほいで、鬼板 師 は、全部 な、 あの、石膏
買 っ て来 て、 ほ い で、溶 い て、作 る だ
よ。
うち
家 の親父 は しょっち ゅう、 あの、そ うい


















昔 は この"=が 縁起 もん で な。 あの一、
外 か ら玄関か ら、あの、 よその鬼瓦 が覗
くと、鬼が覗 くって、嫌が って。 ほ一せ
うち
る と、家 もあがっ とるだけ ど、鬼 を載 せ
る。 ほ いで、 鐘 値 を載 せ て、 鬼 を睨 め
て。
鎮 め る とい うだかな。 そ うい うこ と。 ほ
いだ で、 この辺 りは割 りに使 わん け ど、
尾張 の方 に行 くと、一軒 の家で、二 つ も
三つ も載せ とるでな。 あっちか らも こっ
ちか らも。
ほいで、 ほいだ もんだ い、 わ しが た、そ






ロ しとる と、徴用 で豊川 の火焔工廠 とか
あ一ゆ一 とこへ引 っ張 られち ゃ うもんだ
いな。 で、 ほん な と こ引 っ張 られ る と、
ど一 もな らん もんだんな。












普通 の何 のやつ は機 械 でパ シャンパ シャ
ン抜 け るだ け どな。色 んな、 あの、大 き
さの、 こん な大 きな やつ もあっ たけ ど。
そ うした もんが注 文が来 ると、 も一、型




18年か な、(政 府 の方 か ら)や め う じゃ
ない け ど、 あ の一、 「空襲 警報 で明 か り
が夜漏 れ るでいかん」 でって なってな。
戦 時 中 に天 窓 が 出ん よ うに な って、 え
一、 まあ、工場 も納屋 も天 窓で一杯 にな
っち ゃって。 で、あ の一、金 丸 とい う土
管屋 がな、 あの一、耐火煉 瓦 を始 めた も
んで。
ほんで、 そ こへ使 って もらいにな、窯焚
きで行 って。 昔 は、 あの一、家 で ゴロゴ
ほいだで、製 品が売れ ん ようになった。
ほや 、あの 一、空襲警報 の たんびに、 あ




























(劉娩悦)に 相談 してみた。す ると何 と彼女
シェンヤン フ　シュン























付 したのである。 しか し、戦時中に金属製の
ものは政府の指示で供出する事が決定 され、
この像が学校 か ら国へ と動 いたのであ る。
(第12図参照)
供 出で取 られ ちゃ った もんだい、 台だ け
残 っ とって、 「何 か作 って くれ よ」 って
もん
ことで、 ほいで、馬 は焼 き物 で出来 ん も
ん だ い な、 足 が あ る もん だ い な。 ほ い
で、何て い うだ、楠公 さん の桜 井の別 れ
の……、




あの、 鬼板 師 は な、 大 き な鬼 を、 あの、
切 ってな。細 か く切 って、 ほいで、組ん
で作 った もん で。
これ も、 細 か く見 て も らや分 か る け ど、
これ く らいの 大 き さに きっ ち ゃ一、 張
り、 原 型 が こん なや つ が モ デ ルが あ っ
て。
ほ いで 、線 引 いて、細 こう……。難 しい
だ よ。
















































































第'12図楠公像 杉浦庄之助作(高 浜小学校 正門)
(14) 鬼師の世界
1000度ぐらい か1100度く らい焼 い た と
こで、 あの一、窯 ん中へ松木 を一杯詰 め
いぶ
て、 ほいで、 「燥 し」 てって な、 あの一、
2時間 くらい燥 す と、 ああ い う風 に銀色
が付 くわ けだ。
ほ いだけ ど、 あの、 土管 は、 あの一、土
管 は1100か200くらい まで焼 いて、 ほい
で塩 を、岩 塩て い うだか な、 こん なもん
く
の やつ を、2、3べ ん焼 べて、 ほ んで艶
付 けるてい うだかな。
ほんで、紬薬 な しで、 あ一ゆ一、 ツル ッ
としたなあ、赤瓦 の方 だけ ど……、
そ う、塩焼 き瓦 と同 じ式。
彦治 は父 、庄 之助 の事 を こ う語 って いる。
わ しがたが一、 子供の頃 にふ と目を覚 ま
す と、夜中で も電 気点 けてや っ とった っ
て事 かな あ。
第13図 初代窓庄 杉浦庄之助
58、9で神 経痛 と リュウマ チか な、両 方
が 出ち ゃ って な。 ほれが 交互 に回 って、
手 が悪 い時 は足 が、足 が悪 い時 は手が。
手 が いい時 は、 あの、 粘 一七持 って 来て、
何 か(笑 い)や っ とっただけ どな。
ほいで9年 悪か った もんな。
そ して、庄 之助が亡 くなる頃 の話が次 であっ
た。庄之 助 は67歳で亡 くな ってい る。
親 父 が67か、67での 一 な った もん だい
な。
親 父が そんなん根詰 めて細工 を作 っ とっ
て。 わ しが た、夜間、 こっちか ら見え る
げク
もん だ い。 「まん だ電気 点 い とる」、 「ま
んだや っ とる」 って。
そいで、 お宮 の獅子 なんか な、 こうや っ






は りゃ一、人 に好かれ たな。真面 目で。
仕事一 本。
酒 は飲 まん し。









昭 和13年(1938)に小 学 校 卒 業 して、









埴 さんていう、そ ういう物 を石膏型でお
いて(押 して)、わ しがおいて、親父が
仕上げをする。
で、 ほ い で、 窓 の 中 に入 れ て焼 くもん
な。 ほ いだ で、あの、何 て い うだ、わ し









ン、 こっち もや る気 はね え しな。(笑 い)
これで もど うも釈 然 としなか ったので、 も う
一度 、 「杉 浦 さんに作 れ とは言 わ なか った の
です か」 と問 うと……、
言 わんか ったな。(笑 い)
見込みが無かっただ。(笑い)
ほんだで、 わ しは、 まあ、
窓 だけだ な。
ほ とん ど、天
あ の、職 人 さ んが お った 時分 は、 あ の
一、鐘埴 さんな。 そ うい うの、主 にや っ
て な。
せ が れ は、
(笑い)
ま あ、 不 器 用 で あ か ん と。
このように彦治は自らを一方的に卑下 してい
る。ただ、色々な鬼板師の現場を数多 く見て
回った経験から言 うと、庄之助 自身が何 らか
の理由ないしは約束を父、曽根松 と兄、義正


















明 に説明 して くれる。彦治 の年齢だ と、12
歳頃である。 この年齢か ら外国語を始めれば
とても有利である。 しか し、 もし環境がずっ
と日本国内であったなら、その外国語が母語












ほや一、 あの一、機 雷が爆 で る とす ごい
もんで な あ。200m位離 れ た とこ ろで、
同 じよ うに並 んで走 っ とって、 ほんで、
わ し非番 だもんだ い、 ベ ッ ドで寝 とった
い
ら、 ドー ン とい う音が して、背 中痛 った
い くらい シ ョックがあ って な。 ほいで、
うちの船が や られた と思 って、 その まま
乗 っ とりゃ、ズ ブー っ と下 へ潜 っち ゃ う
もんだ い。 ほいで 甲板 の方出 た ら、 うち






が、 これ は町内の名前であ る。地 図で見 る
と、広島の中心部か ら直線で25㎞ほどの距
離である。
海岸線 にず 一っ と防風林 て言 うかな、 こ
ん な、あの 一、赤松 のな、 あの松林 が あ
った。 ほ いで助 か った。無 か った らもろ
にや られ ちゃ う。
ち ょうど出 て来 た ら、 あの一 防空壕 掘 っ
て、 ほいで、5、6人 で トロ ッコで 出 て
来 た だ な。 外 へ 出 た ら、 ドー 一 ンて。
ま、 ピカ だ。 ほいで 目 とられ ちゃ って、
「なん だ、 なん だ」 って大騒 ぎ にな っち
やって。
ほ いで、 ほの機 雷が泥 ん中 に潜 っ とった
げな もんで、泥水。普通 は白い、あの 一
水柱 なんだけ どな。 ほいで、 あの一、沈
没せん だった け ど、 中、泥 まみれで。
ほいつ が、 ドロ ドロで、 ま一、 洗濯利 き
ゃあへ んで、 ま一、 ふて(捨 て)た って





わ しが た 不 慮 の兵 隊 だ け ど、 あ の 一、
「防空 堀 に、応援 行 け」 っ て って、防 空
掘 り手伝 っ とった。
ほい で、出 て来 た らボカ ンだ な もんな。
距離 に して どの くらいか な一。
ほや、 この辺 で ピカ ッ と光 っ て、 ほ い
で、普通 の爆 弾 と違 って、音 も ドー 一一
ンと言 う様 な音で、 ほ いで、 凄 いキノ コ
雲 で… …。 ほいで、 シ ョックで腹 を押 さ
え るよ うな爆 音 ……。 あの、 ち ょうど昔
写 真 を撮 る ときのマ グネ シ ウムが ……。
あれ、 あんな感 じ。 うん。
それからは鼻血が良 く出た という。髪の毛が
抜け、眉毛さえも抜けた。
鼻 血 が 出 よっ た な、顔 洗 って な、 ほい
で、 目つぶ って洗 っ とる もんだん。 あの
一、 手ぬ ぐいで拭 くと、真 っ赤 だ もん。
あれ っ、 て見 る と、 洗面器 が真 っ赤。
眉毛 なんか もこ うや って撫 で る と5、6










バ タバ タ ッと、倉 庫が一杯 にあって、 あ
の一、天窓が一年 で全部 出ち ゃって、問
屋 の方 が、 「は よ作 れ」、 「は よ作 れ」 て




ど、 や め て、 ほ い で家 で 、 ま、 家 だ け
で、始 めて。戦後始 めて、 天窓 をな。
この時、彦治は21歳であった。戦争 を境に
彦治は本格的に天窓作 りを始めた事になる。
この時、庄 之助 は45歳であ り、窓庄が本当
に活気付き始めた時期だったと思われる。 と
ころが庄之助は金丸か ら窓庄に戻 り、本来の
仕事 は急速に増 えて来てもマイペースで 自分
の仕事をしていたのであった。
運 んで。 こんに、港 があ る もんだ い。 ポ
ンポ ン船 で、伊勢 の方 へ運 んだ り、 ほれ
か ら、名古屋 が主 かな。
彦治 は天窓について色々 と話を して くれた。
私 自身 は天窓は元々昔から在った物 と思って
いたが、そうではなかった。
わしのお祖父さん(曽 根松)が 勘考 して
作った。
うち
昔 の家 は暗 かった もんな。 こんなサ ッシ
で 、 こ う窓 なんて、無 か った もん な。夜
んな る と、 雨戸閉 めて、昼間 は、 ま、 障
子 があや、 こうい うな一、紙 の障子 をは
め るよ うな事 で な。





天窓 を始 めてか ら、何 か な、 ま、親父 が
注文が あ ると、獅子 とか鵬尾 とか、 ち ょ
っ とや っ とった け どな。 ほれ と、 あの、
狸 とか な。頼 まれ てな。根 が好 きだ もん
だん。
天 窓 の ほ うが 忙 しい もん で、 「断 れ 」、
「断 れ」 って言 って も、 「うん、 うん」 て
言 いなが ら、(笑い)好 きな事や ってな。
手作 りだ もんだ いな。
ほいだで、一軒 建て る と、煙筒 窓が二っ
三 つ と、 ほれか ら暗 い とこな、裏 側 は、
暗 き ゃ、 裏側 へ は め る とか な。 ほ い だ
で、何 とか手作 りだ もんな。何枚 も出来





戦後は本当に忙 しかったようである。 あ 一 へ ん 。
まあ、 この辺 だ と、 ほ とん ど名 古屋へ行
ったか な。 ほれか ら、 ま、 トラック輸送
が利 いて、船 で、 あの、伊勢 の方 まで も




うん、 そ う言 う事。
鬼師の世界




あれ を付 け る と、 あの一、 ガ ラス障子 の
一 方 振 り、 明 か りが取 れ る とい う事 で
な。
天棚 とか、 天井 とか、 また破 ってな。
(19)
の こんな溝を掘 って、 ガラス をはめ るよ
うになった け ど、 あれ無 しでな、上 へ板
をの して、 ほいで、下か ら竹 で、 こう し
て開 けて、 ほいで、煙 を出 して使 っ とっ
た。明 か り取 りじゃな しに。
うち
家 で も向 こ うが お勝 手 で、 昔 は、 み な、
くど
竈で焚 き もん くべ とった もん。ず っ とこ
こへ来 とって、 ここら部屋 が真 っ黒 け。
「部屋中に煙が流れていたわけですか」 と聞
くと、




「暗 い」 で って、 あの 一、 わ しが等 が は
め行 った事 もあ る。 「屋 根屋 さん、一 枚
だけ じゃ足 らんで来て くれへん」 って。
高 い と こ じゃい か ん け どな。 低 い、 こ
の、 あの 一、何 だ った か、 「晩、仕 事 済
んで か ら、 は めて あげ ら一」 って って。
近 くだ った ら、 はめ に行 ってや ったけ ど
な。
うん、流 れた。 ほいだで、 あの、何 て言








井や梁その他 に付 いた物 であったのである。





「あそ こ、欲 しい だけ ど」、 なんて言 われ
る と、 「ほい じゃ、や ってや るわ」 って。
































窓を作 る人々が組合 も組織 して活動 してい
た。
うん、 ほれか ら、 ま、つぶ れち ゃったけ
ど、 碧 南 で な、 「窓 辰 」 あん。 ほ れ は、
わ し方 の親父 よ り大 きか ったな。
「窓辰」はその工場の規模も、本人の年齢 も、
曽根松 よりも上であったとい う。





昔 の組 合 の 人 が た はわ しよ り、 ど うだ
や 、 うちの親 父 よ り年 配 の人 がた だ な。
組合 で、4、5軒 あった もんで。 「昔 は よ
一儲 か った な 一」 て っ て。 「馬 車 一杯 、
あの一、 引いてった瓦 よ り、 リヤ カーで
持 って った窓 瓦の方が値 が良か った」 っ
てって。で、新 川の人 なんか は、川 でみ




した天窓は需要が多 くなると、直 ぐに他の と
ころが真似て広がって行ったのであった。
あの一、 お祖 父 さん(曽 根 松)が 問屋売
り込 ん どっ た ら、 この下 に あ るだ け ど、
窓源 さんてい う人が あって な、 窓始 めた
もんで、 「窓源」 って言 うだけ ど。 「彦蔵
(屋号)さ ん、 う まい もん 作 ら した な 」
って。
その人 が職 人4、5人 、 あの 一、使 っ て
大 々的に 「窓源」 って い う屋号 で始 め ら
した。 ほいで その弟子が、高 浜で、窓清
さんかな。
ほや、 まあ、 あの一、京都 、奈 良、大 き
な とこ見て、 瓦屋 へ頼 んで、 「あれ、 付
けて くれ」 って。貼 り付 けて。 そ ういっ
た風で 、だん だん、段 々……
このようにして、天窓の注文が次々に 「杉浦
彦蔵」へ来 る様 になって行った訳であった。
しか し、 曽根松は瓦屋であ り、鬼板屋であ
り、 さらに天窓を新たに始 めたばか りであ
り、その対応 に追われる事態になったのであ
る。その解決策 として、庄之助が天窓製造 を
専門 とす る 「窓庄」を興 して独立 したのであ
る。
うち





















南)が そのグループである。 この うち丸文は
販売 のみで製造 は しなかった とい う。昭和
18年(1943)には戦争 の悪化が国内にも直
接及 び始め、 アメ リカ軍による空襲が始 ま
り、政府の指導で夜間の明か りの制限が厳 し
くなって天窓は製造中止に追い込まれる。つ







まで続 き、最後 まで続 けたのは窓庄 で昭和
63年(1988)に製造 を中止 して いる。 さ ら
に、庄之助が築 いた天窓用の窯 は平成15年
(2003)9月7日に解体 されたのである。





みな、わ しの親 父 よ り年 上の人 ばっかで
な、わ しが一番 若 いもんだい な。 下 っ端
で、 「観 音様 、 また お願 い します」 って
って 借 りに行 っ た り、 ご馳 走 を頼 ん だ
り、(笑い)色 々値 上 げる話 も して な。
毎年 の よ うに、一割 か二 割 ぐらい上 げて
ってな。 ほいだで、 そ うい う、定価 表 を
作 ってな。問屋 へ配 ってな。
組合長ていうだか、長はあってね一様な
もんだ。(笑い)
彦治は天窓の作 り方を説明 して くれた。大









1)生の瓦(通 常の和瓦)を かけ破 って作
る。「かけ破 る」 とは、複数の瓦が重な
り合 う表 と裏の面に刻みを入れて、ザラ
ザラに し、水を打って 「のた」 を作 り、
貼 り付ける事。 「のた」 とは瓦 と瓦を貼
のり
り付ける糊 のようなもの。 白地(粘 土)












5)乾燥 させ る。工場の土間に4～5日 間半
あと
乾 きになるまで家の中で乾かす。その後























1枚窓 と2枚 窓 を入 るだ け入
れ る。
7)焼 成。
1.朝 、火 を入 れ24時間 焚 き続 け る。8
時間 あぶ り、8時 間中焚 き、8時 間流
し焼 き。
2.窯 の上に ある窓 か ら温度 を見て、1000
度 の 火に な った ら火 を止 め る。(1000
度 を超 す と切 れが入 るため)
















無 く、「まど庄鉄工所 」 としてその名前にの






彦蔵 の時代であ る。 この時 には瓦屋、鬼板
屋、天窓屋が同じ工場の中に同居 し、生産 さ
れていた。全て手作 りであったから、その工














えて、全 く新 しい瓦 を考案 したこ とであっ
た。「天窓瓦」である。 この発明は日本人の
家屋に明るい光をもたらした。当時(大 正時
代か ら昭和初期)は 瓦屋が最 も栄えていた時



















































































根松は 「杉浦彦蔵」 として中央最前列に座 し
てその両端が、左、鬼兵(石 川兵次郎)、右、




に撮 られたものだ という事 も分かる。なぜな
ら庄 之助 は昭和8年 に天窓窯 を築いて 「窓
庄」に成 っているか らである。つまり、 この
写真の中には鬼板師で天窓師が二人いること
になる。曽根松は三州鬼板屋組合の寵児であ

















窓庄 となる。兄の義正 は鬼板師 として 「杉浦
彦蔵」を継 ぐ。 ところがその次の代になると
なん と窓庄 も 「杉浦彦蔵」もそれぞれ家業を
止めて しまうのであった。四代 目杉浦彦蔵 は
杉浦久義が継 ぎ、伊勢湾台風後(昭 和34年
9月26日)、鬼板屋を廃業 して、発泡スチロ
ールを作る会社 に転業 している。 この時点で
「杉浦彦蔵」は途絶 えた事になる。一方、二
代 目窓 庄 とな っ た 杉 浦 彦 治 は昭 和63年
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